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1980 年東大文□2  

上底面 ABCDの下底面 EFGHへの正射影を DCBA  とする。 

線分 BA  と線分 EFの距離は 
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である。 

台形 ABFEの高さ hは 2
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)(xf の増減は右の通り。 

20094149)2516(7)2( 2 f  

20243264)1616(8)4( 2 f  

200020100)416(10)8( 2 f  

205717121)116(11)10( 2 f  

)(xf は 10x で最大、 8x で最小となる。 

 

したがって、 )(xS の最大値は )10(1711 x 、最小値は )8(520 x  ……(答) 
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